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第1章 緒 言

「グ リセ リン」寒天 ハ結核菌 ノ移植培養基 トシテ

汎 ク使用 セラル ・モ、分離培養基 トシテ適 當 セ

ザルハ 日常吾人 ノ経験 スル所 ナ リ.之 ハ軍 二雑

菌獲生 ノ容 易ナル爲 ノ ミナ ラズ シテ、該 寒天 ニ

ハ結核菌其物 ノ襲育困難 ナルニ依 ル。

此事實 ハ從來L・6wenstein氏(1)〔2)ノ 所謂Pep-

tonschadenラ 以 テ設明 セ ラル。即 チ初代 ノ結

核菌 ハ該寒天 二含 マル ・「ペプ トン」ノ爲 一、其

登育 テ抑 止セ ラル ・モ ノナ リ ト云 フ。氏 ハ久 シ

ク此説 テ固持 シ、氏 ガ最近流血 内結核菌分離作

業 二當 リテ新 二考案 セル培養基汁(3)(4)ニ モ、此

見地 ヨリ「ペ プ トン」二代 ヘ テAsparaginラ 用

ヒ、以 テ窒素源 トナ シタリ。

余 ハ此假設 二封 シテ從前 ヨ リ多少 ノ疑問 テ抱 キ

ツ ・アリシ所、偶 々襲 二獲表 セル盤酸 「ペ プシ

ン」法(5)(6)(7)テPJテ 喀 疾 ヲ庭置 シ、之 テ特殊 ノ

「グ リセ リン」寒 天 二塗布培養 シテ容 易 二結核菌

分離 二成功 シタル以來、所謂Peptonschaden二

封 スル疑義更 二深 キ ラ昼 ユルニ至 レリ。依 テ之

二就 テ種 々ナル實験 テ重 子、 逡 二今 日L6wen-

stein氏 ト相異 ナル結論 二到達 シタ リ。弦 二其

一股 ラ記述 シ
、大方 ノ教示 テ乞 ハ ントスルモ ノ

ナ リ。

第ll章 「ゲ リセ リ ン」寒 天 ヲ以 テ セ ル結 核 菌1分 離

余 ノ用 ヒタル特殊 ノ「グ リセ リン」寒天 トハ、玉 用玉蜀黍(當 地産 、白色 種又 ハ榿 色種(8)テ 用 ヒ

蜀黍ZeaMaysヨ ゾ製 セルモ ノナ リ,。自Pチ食 タ リ)ヲ 剥皮 シ、大根卸 シラ以 テ播 潰 シテ10
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倍 量 ノ水道水 二投 ジ、100.。1時 間浸 出(又 ハ直

火 テ以 テ煮出)シ タル上布 テ以 テ濾過 ス.濾 液

ハ白色、乳様 二潤濁 シ芳香 テ放 ツ。pH6.5前

後 ナ リ。之 テ生玉蜀黍液 トナ ス。

或 ハ又、乾燥玉蜀黍實 テ細挫 シ、此者100.0

テ水 道 水1000.0耗 二加 へ、前 同様加熱浸出 シ

,テ 同様 ナル液 テ得。之 テ粉 末玉蜀黍液 トナ ス。

右玉蜀黍液 二1%「 ペ プ トン」2%寒 天、3%「 グ

リセ リン」ヲ加へ以 テ斜 面 たス。

第1表

N二 Gaffky 登育日数 年 次

生
玉
蜀
黍

1 X 18×1.雑 ×1 1928

2 V∬ 12×1.雑 ×1 ,,

3 ,, 12×2 ,,

4 x 雑 ×2 ,,

5 V皿
●

11×2 ,,

粉
末
玉
蜀
黍

6 V皿 40×2 1931

7 V皿 37×2 ,,

8 IV 24x2 1932

9 H 29×2 ,,

10 VI 21×2 馳,

註 。1.材 料 ノ・線 テ喀 褒 ヲ用 ピタ リ。

2.培 養 基 ノ・各 例2本 宛 用 ピ タ リ。

3。 登 育 日薮 ノ・培 養 當 日 ヨ リ起 算 シ、 肉 眼

ヲ以 テ登 育 ヲ認 メ タ ル 日迄 ヲ計 算 ス。

4.登 育 日数欄ハ(登育 日数)×(培 養基数)

ヲ示ス。

5.雑 ノ・雑菌 ノ登生ヲ示ヌ。

以上雨種寒 天 ラ以 テセル結核菌分離 ノ成績 ハ、

第1表 ノ如 シ。

即 チ玉蜀黍 「グ リセ リン」寒 天 テ以 テス レバ、雑

菌 二妨ゲ ラ レザル限 リ、常 二喀 疾内結核 菌 テ分

離 シ得 ルモ ノナ リ。而 モ特記 スベ キハ其旺盛ナ

ル登育 ニ シテ、殆 ド常 二塗 布 セ ラレタル喀疾物

質 ハ其儘菌 苔 ト化 ス ノ肚観 テ呈 ス。

而 シテ前表 二於 ケル雨種玉蜀黎液寒天 ノ登育 日

激 二差 アルハ、恐 ラク其 水素 「イオ ン」濃度 ノ差

二依 ルモ ノナ クベ ク、粉 末玉蜀黍液 ハ時 二P且

4.3テ 示 スコ トア リ、其後之 テ適當 二修性 スレ

バ、生玉蜀黍液 ノ場合 ト同様短時 日二菌登育 テ

見 ル テ確 カメ得 タ リ。依 テ余 ハ近 時常 二粉末玉

蜀黍 テ使用 シツ ・ア リ。

又余 ハ玉蜀黍液 ノ外、乳清・枝豆浸 出液・馬鈴薯

浸 出液・L6wenstein氏 液(4)等 ヨ リ 「グ リセリ

ン:寒 天 テ製 シ、同様結核菌分離 二成 功 シタ リ。

唯 是等 ハ其成績不確實 ニ シテ、又菌獲育 モ遅延

シ且貧弱 ナ リ、玉蜀黍液 二比 シテ到底 同 日ノ談

二非 ズ。

第 皿章 所 謂Peptonschaden二 封 ス'レ疑 義

前 章 ノ實験 二依 リテ、 「グリセ リン」寒 天 テ以 テ

久ル結核 菌分 離 ノ必 ズ シモ不可能 二非ザ ルテ知

リ得 タ リ。 唯弦 二注 目スベ キハ、第1表 ノ各例

二於 テ余 ハ常 二普通 「グ リセ リン」寒天 テ併用 シ

タルモ、之 ニハ1同 モ菌培養 テ得 ザ リ シ鮎 ナ

リ。

帥 チ同 ジク1%ノ 「ペ プトンJテ 含有 スル 「グ リ

セ リン」寒 天 二於 テ、肉水(LiebigsExtract)・ ・.

ノ・分離不可能 ニ シテ、肉水 以外 ニハ可能 ナ リ。

第1節

此事實 ハ之 テ軍 二Peptonschadenノ ∂ 以 テ

シテハ設 明 シ得 ザルガ如 シ。思 フニ之 ハ肉水以

外 ノ培養基基汁 ガ肉水 二比 シテ優良 ナルガ爲、・

登現 ス〈ごキPeptonschadenテ 蔽 フニ依 ルカ、

又 ハPeptonschadenナ ル事實 ノ存在 セザルニ

依 ルガ、二者其 一 テ以 テ設明 セラ レザルベカラ

ズ。余 ハ此間 ノ消息 テ求 メテ以下記載 ノ實験 テ

行 ピタ リ。

照 内 「ペ プ ト ン」トWittePeptonト ノ比 較

前述 玉蜀黍液 「グリセ リン」寒天拉 ビニ其他総 テ

照 内 「ペ プ トン」ラ用 ピタリ。普通 「グ リセ リン」

寒天亦 同 ジ。故 二前者 二Peptonschadenテ 認

メ得 ザ ル所 以 テ 、 照 内 「ペ プ ト ン」ノ特 性 二 蹄 ス

ベ カ ラ ザ ル ハ 明 カ ナ リ。 然 レ ドモ試 ミニWitte-

Peptonト 比 較 ス 〈ごク 、3%「 グ リセ リ ン」加 玉
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蜀 黍 液寒 天 テ基礎 トシテ次 ノ3種 ノ培養基 テ作

リ、10例 ノ喀疾 ヨ リ分離 ラ行 ヒタ リ(喀疾 ハ

當所患者 ヨ リ得 タル新鮮喀疾 ニシテ、之 テ盤酸

「ペ プ シ ン」第1法 テ以 テ塵 置 シ、各培養基 二

可及的等 量 ラ 塗 布 ス。培養基 ハ2%寒 天3%

price-Glyzerinノ 組 成 テ有 シ、性 ハ「ラクムス」

中性pH6.7-6.9ナ リ。減菌 ハ100。.1時 間、

・2日間之 テ行 フ
。以上 ノ條件 ハ以下供試 「グ リ

セ リン」寒天及各實験 二於 テ、総 テ同様 ナ リ)。

A.基 礎 寒天+1%照 内 「ペプ トン」

B."十"Witte-Pepton

c."

第 皿 表

Nr.

3

T
「9t

了

Gaffky

V皿

X

V皿

VII

A寒 天

19×lg雑 ×2

17×2・雑 ×1

14×3

16×3

B寒刈c寒 天

18×3・雑 ×1 雑 ×3

17×3.雑 ×1

14×2・雑 ×1

16×3

17×1.雑 ×2

雑 ×3

16×1● 雑 ×2

註 。1.培 養 基欄 ノ・(登育 日数)×(培 養 基 籔)ヲ 示

ス.17×3.雑 ×11・ アJレノ、3本 トモ17

日ニ シテ登育ヲ見タルモ、中1本 ・・雑菌

ノ爲二汚サレシヲ意味ス。

2.培 養基ノ・特記セザル限 リ各3本 宛用 フ。

以上 ノ註ハ以下 ノ各表二共蓮ヌ。

此分離試験 ハ大 多撒 二於 テ雑菌 ノ侵襲 ヲ受 ケタ

ルモ、比較 的之 テ免 ガ レ タ ル4例 二就 テ観 ル

ニ、第 皿表 二示 スガ如 ク、A・B・C各 寒 天何 レ

ニモ菌登育 テ認 メ タリ。即 チ玉蜀黍液 テ基汁 ト

スル「グ リセ リン」寒天 二於 テハ、 「ペ プ トン」ノ

存否 二關 セズ結核 癒 ノ髪育 ラ見 ルモ、其存在 ス

ル場合 ニモ、菌登育 ハ決 シテ妨害 セラル ・モ ノ

ニ非 ズ、寧 ロ旺盛 ナル テ認 メ タリ、而 モ之 ハ雨

種 「ペプ トン」何 レモ同様 ナ リ(是 等菌 ガ結核菌

ナルハ、別 二1働冥試験 テ行 ヒ テ 之 テ確 認 セ

リ)。

即 チ玉蜀黍液「グ リセ リン」寒天 二於 テハ、照 内

Witte何 レノ「ペ プトン」テ用 フルモ、Peptons-

chadenテ 認 メ得 ズ。

第fianLiebigsExtractヲ 基 汁 トスノレ「グ リセ リ ン」寒 天

前記實験 ノ結果 ヨリ観 ルニ、普通 「グ リセ リン」

寒 天 二於 ケル初代結核菌 ノ不叢育 二封 シ、直 二

其責 ラ「ペ プ トン」二編 スル ノ早計 ナルノ・明 白ナ

ルベ ク、寧 ロ之 ラ基汁 タル肉水 二求 ムベキ ノ妥

當 ナルラ思 フ.

弦 二余 ハ「ペ プ トン」以外 ノ人 工榮養 素 テ 「ペ プ

トン」二比較 スル要 アル テ感 ジ、1%Liebigs

Extract(LiebigsExtractテ 以 下Liebigト 略

記 ス)ヲ 基汁 トスル「グ リセリン」寒 天(O.3%食

盤 テ含 ム)ヲ 作 リ、之 テ基礎 トセル下記培養基

ラ以 テ分離試験 テ行 ピタリ。

D.基 礎 寒天+1%「 ペ プ ト ン」(照内、以下

縮 テ同 ジ) 　
E."十"Nutrose

-F
.!1十"Heyden・N邑hrstoff

G."

此 試 瞼 ノ成績(10週 間 観察 ス、之ハ以下 ノ實験

絵 テ同様 ナ リ、ハ第 皿表 二示 セルガ如 久A封 照

寒天 一ハ常 二陽性 ナルニ拘 ラズ、其他 二・・F寒

天 一1例 ノ陽性 テ見 タルニ止 マ レリ.

即 チLiebigラ 基 汁 トスル場合 ニ ノ、、 「ペ プ ト

ン」 二代ヘ テ他 ノ榮養素 テ添加 スルモ、又 ハ是

等添加物 ラ鋏 クモ、結核菌 ハ登育 シ得 ザル カ又

ハ辛 ウジテ登育 スルニ過 ギズ。

弦 二於 テヵ所謂Peptonschadenノ 存 在 ハ甚 ダ

疑 問 ニシテ、寧 ロLiebig二 菌 不登育 ノ因 ア リ

ト考ヘ テ不可 ナキガ如 シ。Liebig・ ・肉浸 出液

ノ代 用品 トシテ廣 ク用 ヒ.ラ レ、事實通 常 ノ病原

菌培養基 トシテハ何等不利 テ認 メラ レザルモノ

ナ リ。Heim氏(9)ハ 肉 「エ キス」溶液 テ以 テ決 シ

テ肉水同等 ノモ ノニ非 ズ ト ナ シ、又.Hilger-

mann,LOSSen雨 氏(10)・・結核菌用 トシテ・・肉水

テ用 フベ キモ ノトナセ リ。然 レ ドモL、6wenstein

氏(1)(2)ハ結 核 菌培養基 二於 テモ、Liebigハ 肉

水 二代用 シ得 ルモ ノト云 ヘ リ.

何 レニセ ヨ、若 シLiebig二 菌 不登育 ノ因 ア リ
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第 皿 表一

N浩

一_r6■ 陶圃閏■嘱

Gaffky

一

D寒 天 E寒 天

L■己_

[

F寒 天IG寒 天 A寒 天

1 X 一 } 58・1.無 ×1.雑 ×1 一 13×2.雑 ×1

2
一

皿 無 ×2.雑 ×1 一

一=ニ ー
無 ×1.雑 ×2 21×3

3 IV
一

無 ×1.雑 ×2

一
無 ×1.雑 ×2 無 ×2.雑 ×1 無 ×2.雑 ×1 16×1.雑 ×2

4 VI 一 一
一

一 無 ×1.雑 ×2 32×1.35×1.雑 ×H

'

'

、

、

ξ

㌧

5 V∬ 無 ×1.雑 ×2 無 ×2,雑 ×1

一一
無 ×1.雑 ×2 無 ×1.雑 ×2 10×3

6 皿 一
一 一
一

一
一 一 10×3

7 IV 一 一 一 一 11×2.13×1

8 IV 『
一
一
一
『 一'、 14×3

9 皿 一 雑 ×2 一 無 ×1.雑 ×1 18x2

10 VII 雑×2 雑 ×2 雑 ×2 雑 ×2 雑 ×2

註 。1.第7.8/2例 ・・藍 酸Pepsin法 第 皿法 ニ ヨ,レ。

2・ 第6.10/2例 ノ・培 養 基 各2本 宛 用 ヒ タ リ。

3・(一)ノ ・3本(叉 ・・2本)全 部 無菌 二終 リ シモ ノ「無 」ハ無 菌 ナ リシ ヲ示 ス 。

註 。3・ ・以 下 ノ各 表 二共 蓮 ス。

ト ス レバ 、 之 ハ 又 肉 水 ニ モ 存 ス ル ヤ否 ヤ 。 之 ハ 節 ノ如 ク實 験 テ行 ピ タ リ。

頗 ル 興 味 ア ル 問 題 ト云 フベ 久 余 ハ 之 二就 テ 次

第 皿節 生 肉 々水 ヲ基 汁 トスノレ「グ リセ リン」寒 天

弦 二生 肉々水 トハ、法 ノ如 ク、細切牛 肉テ2倍J.3倍 稀 繹 肉水 「グ リセ リン」寒天

量 ノ常水 二加 ヘ テ加熱浸 出 シ タ ル 液汁 ノ謂 ナK.「 ペ プトン」水 「グ リセ リン」寒天(H寒 天

リ。 ノ肉水 二輩 ナル水道水 テ代用 セルモ ノ)

余 ハ生肉々水 ラ基 汁 トス ル 下記3種 ノ培養基 是等 二依 ル分離成績 ハ第IV表 二示 セ リ.EPチ

(0・5%食 臨1%「 ペ プ トン」テ含 ム、之 ハ特記 封 照A寒 天 二・・全例 陽性 テ得 タル ニ反 シ、且寒

セザ ル限 リ以下総 テ同様 ナ リ)、拉 二封照1種 天 一ハ前節D寒 天同様菌登育 テ見ズ。1寒 天亦

テ製 セ リ。 然 リ、J寒 天 二至 リテ初 メテ登育 可能 トナル。

且.普 通 「グ リ.セリン」寒天 而 シテ全 ク肉水 テ存 セザルK寒 天 二於 テ其成績

1.2倍 稀 繹 肉水 「グ リセ リン」寒天 最 モA寒 天 二近 シ。之 ハ余 二於 テモ意想外 ナル

第IV表

Nr.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Ga田 《y

V皿

X

π

X

V皿

VI

V皿

VI

V皿

H寒 天11寒 天

雑 ×3 雑 ×3

雑 ×3

無 ×2,雑 ×1

雑×3

無 ×1.雑 ×2

無 ×2、雑 ×1

雑×3

無 ×2.雑 ×1

・ 雑 ×3

雑x3

J寒 天iK塞 天IA寒 天

雑 ×3雑 ×3雑 ×3

雑 ×3

58×2.雑 ×1

26×2.雑 ×1

雑ix3

39×2.i雑 ×11

雑 ×3

14×2.雑 ×1

14×3

●

雑 ×3

51×1.無 ×2

18×3

11×3

雑 ×3

10×3

10×2.雑 ×1

14×3

雑×3

10×2.雑 ×1

26x3

12×3

註 。 第2.6.9/3例 ・・盤 酸Pepsi4法 第 皿法 二91レ 。
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威 績 ニ シ テ 、 輩 ナ ル 「ペ プ ト ン」水 「グ リ セ リ ン」

寒 天 ラ 以 テ結 核 菌 ラ分 離 シ得 タ ル者 、 恐 ラ ク余

テ以 テ噛 矢 トナ スベ シ。

次 二余 ハ 生 肉 々 水 テ以 テ 更 一3種 ノ寒 天 テ作

リ、 之 ラ以 テ 菌 分 離 テ 行 ヒ タ リ。

L.'O'.5%「 ペ プ ト ンj「 グ リ セ リ ン」寒 天

M.0.2%「 ペ プ ト ン」「ゲ リ セ リ ン」寒 天

N.「 ペ プ ト ン」テ含 マ ザ ル 「グ リ セ リ ン」寒 天

(前 節G寒 天 二 當 ル モ ノ)

・一此 實 験 ハL6wenstein氏(1)(2)ガPeptonschaden

/1ノ 謹 左 ト シ テ基 ゲ タ ル 事 項 、 自ロチ結 核 菌

移 植 二際 シ テ0.2%Pepton-Bouillonノ 、1%

Pepton-Bouillonヨ リ良 キ嚢 育 テ與 フ ト云 フ記

第V

載 テ、分離培養 二於 テ追試 セ ン ト欲 シタノレモ ノ

ナ リ。而 シテ其結果 ハ第V表 二示 セルガ如 久

1例M寒 天 二登育 テ見 タリ。之 ハ孤立 セル唯1

箇 ノ集落 ニ シテ.後 撒 日H寒 天 ニモ同様 所見 テ

認 メ、更 二遅 レテN寒 天 一モ亦登育 シ來 レリ。

故 二之 テ以 テ、M寒 天ニハ結核菌 ノ登育 テ見得

ルモ ノト断 ジ得 ザルベ シ。

然 レ ドモ「グ リセ リン」寒天 二於 ケル「ペ プ トン」

量 ハ、1%テ 以 テ最適量 ト見倣 スベ キヤ否 ヤハ

別 問題 ナ リ。曾テ 三浦氏(1t)バー 般細菌 ノ登育及

性状 二及 ボス「ペ プ トン」ノ影響 二就 テ検 シ、普

通寒 天二於 ケル「ペ プ トン」量1%ハ 必 ズ シモ其

最適量 二非 ザルラ認 メタ リ。

表

Nr.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

GaffkylL寒 天

V皿

Vll

∬

X

IV

IV

V皿

VI

V皿

皿

雑 ×2.無 ×1

雑 ×3

M寒 天1

雑×3

27×1.tlOE×2

雑 ・3

N寒 天 H寒 天

1

i

55×1.無 ×2

雑i×3

無 ×2.雑 ×1

29×1.無 ×2

雑 ×3

無 ×2.雑 ×1

A寒 天

15×3

18×2

16×3

15×3

雑 ×3'

14x3

雑 ×3

12×3

;25×1.ヨ 無 ×2

註 。1.第1、2、5、6/4例 ノ・鞭 酸Pepsin法 第 皿法 ニ ヨ,レ。

2、 第3例 ハ 培養 基 各2本 宛 用 ピタ リ。

余 ハK寒 天 二於 ケル「ペ プ トン」量 テ種 々 二攣 ジ

テ次 ノ培養 基 ヲ作 リ、更 二分離試験 テ練 行セ リ。

〈此試験 ハ最近行 ヒタルモ ノナ ル モ、便宜上本

第VI

節 二記 載 ス)

KoK寒 天 ヨ リ 「ペ プ ト ン」ヲ除 ケ ル モ ノ

K、K寒 天 「ペ プ ト ン 」テ0・2%ト セ ル モ ノ

表
l

Nr. Gaffky Ko寒 天
亨

K1寒 天 K2寒 天 K3寒 天 K寒 天 A寒 天

1 IX 一
無 ×2・雑 ×1 64×1・ 雑 ×2 34×1・ 認 ×1・雑 ×1 23×1・雑 ×2 11×2・ 雑 ×1

2 X

V皿

27×2・ 無x1 24×3 24×3 17×3 17×3 10×3

3 無x2・ 雑 ×1 17×1.27×1.38×1 26×2.雑 ×1 22×2・27×L雑 ×1 17×3 10×3

4 V∬ 7 無 ×1・雑x2 30×1.鉦 ×2
'D、、

26×1・30×1・ 無 ×1 21×2・ 雑 ×2 16×3

5 V皿 無 ×2・雑 ×1 49×1.鉦 ×2
'bb、

49×1・ 無xl・ 雑 ×1 34×1.47×2 29×2.鉦 、×1
'●し、

18×3雑 ×1

6 VI 雑 ×3 雑 ×3 雑x3 雑 ×3 雑 ×3 雑 ×3

7 IX ,, ,,1 ,, ,, ,, ,,

8 V皿
一 一 一

.

_
一 一 無 ×L雑 ×2 22×3

9 1 一
無 ×2・雑 ×1・ コ ー ●『 ・、一 25×3

10 VI
一 無x2・ 雑 ×1 無x2・ 雑 ×1 一 48×1・ 雑 ×2 21×2・ 雑 ×1

1
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K2K寒 天 「ペ プ トン」ラ0.・5%ト セ ルモ ノ

K3K寒 天 「ペ プ トン」テ2%ト セルモ ノ

其成績 ハ第VI表 二見ルガ如 久K寒 天最 モ良

キ成績 ラ示 セ リK。 寒天 ハ1例 テ除6テ 全部陰

性 二終 リ、K,寒 天亦不確 實 ナ リ。K,・K・,雨寒天

ハ其成績伯仲 シ、何 レモK寒 天 二亜 ゲ リ。

之 テ以 テ観 レバ、K寒 天 二加 フベ キ「ペ プ トン」

量 ハ0.5-2%ノ 範 園 ニ ア リ、殊 二1%テ 以 テ

其最 適量 ト見ル コ トテ得。今寡眞 テ以 テ是等各

寒 天上 ノ登育歌態 テ示 ス〈ごシ(第1一 第ll圖)。

之 テ要 スル ニ本節 ノ實験 成績 ・・Peptonschaden

ノ存 ス ル ニ 非 ズ シ テ、却 テ生肉肉水 ニモ亦

Liebig同 様 菌登育阻止原因 ノ存 スル テ示 スモ

ノナ リ。

第IV節 肉水中二存 スノレ登育阻止物質

前節迄 ノ諸實験 二依 リテ、 余 ・・結核 菌登育 ラ阻(CarboAnimalispulvis,Merck)テ 加 ヘテ少

止 スル原因 ノ肉水 二存 スルテ間明 セリ。 時振 量 シタル後濾過 シ、濾液 テ以 テ次 ノ如 キ培

然 ラバ其原因 トハ何 ゾヤ。之 ニハ次 ノ3ノ 因子 養基 ラ製 セ リ。

テ考 へ得 ベ シ。0・3%獣 炭 末庭置 「グ リセ リン」寒天(Lie-

1.菌 獲 育 二封 スル不可鋏成分 ノ鋏除big)

2.菌 獲 育 二封 スル有害物質 ノ含有P・5%獣 炭 末庭 置 「グ リセ リン」寒天(Lie-

3.前 雨 者 ノ合併big)

然 ル ニ第1ノ 條項 ハ、軍 ナル水道 水 ヲ基汁 トスQ・5%獣 炭 末虎置「グ リセ リン」寒 天(生 肉

ルK寒 天 二能 ク登育 スル ノ事實 ラ以 テ否定 シ得 肉水)

A・"久 從 ツテ又第3條 項 ハ成立 セズ。R・ 同上 ノ「グ リセ リン〕寒 天 ニ シテ 「ペ プ ト

即 チ之 ハ肉水中 二菌登 育阻止物 質 テ含有 スル ノ ン」テ加 ヘザルモ ノ

條 項 二當 ルモ ノ ト云 ハザルベカラズ。 是等 二依 ル分離 成績 ハ第V皿 及第'Vlll表 二示 セ

弦 二佐藤氏(12)ノ興 味 アル報告 アリ、即 チ氏 ハ肉 リ。即 チ0寒 天 二2例 ノ褒育陽性 テ見 タ リ・之

汁 二獣炭 末 ラ加 へ 以 テ肉汁 中二存 スル、一般 ノ・Liebigテ 基 汁 トスルモ ノニ於 ケル最初 ノ陽

病原菌 二封 スル登育阻 止物質 ヲ抽 出 シ得 タリ ト 性 ナ リ。然 ルニP寒 天 ハQ寒 天 ト共 二総 テ陰性

云 フ。 二終 リ、唯R寒 天 二辛 ウジテ1例(前 節第V表

余 ハ余 ノ想定 スル登育阻 止物質(之 テX物 質 ト 第V皿 例 ト同例)ノ 登育 ヲ見 タ リ。

呼 ブベ シ)ガ 、獣炭 末 二依 リテ除去 シ得 ラル ・ 此成績 ハ獣炭 末 テ3%ト ス レバ多少 トモX物 質

ヤ否 ヤテ知 ラン5-i、Liebig及 生 肉々水獣炭末 テ除去 シ得 ルモ、5%ト ス レバ同時 二他 ノ必要

第VII表

Nr. Gaffky 0寒 天 P寒 天 K寒 天 A寒 天

1 V皿 25×3 『 25×3 16x2.雑 ×1

2 皿 一 無X1.雑 ×2 34×1.無 ×2 37×3

3 X 一 一
無 ×2.雑 ×1 11×3

4 V皿 33×1.無 ×2 無 ×2.雑 ×1
一 11×3

5 IV 雑 ×3 雑 ×3 雑x3 雑 ×3

6 ㎜ 一 一 32×1.無 ×2 16×3

7 1 雑 ×3 雑 ×3 雑 ×3 雑x3

8 VI 雑 ×3 雑X3 雑 ×3 雑 ×3

9 V皿 無 ×1.雑 ×2 無 ×1.雑X2 無x2,雑 ×1 18×3

10 VI 一 一 一 27×2.雑 ×1
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第 V皿 表

NL Gaffky Q寒 天 R寒 天 H寒 天 N寒 天 A寒 天

1 ∬ 無X2・ 雑 ×1 ニ ー一一 無 ×2.雑X1
一 28x2.雑 ×1

2 π 一
無 ×2.i雑 ×1噛 無x2.雑 ×1 無 ×1.雑 ×2 48×2.無1×1

3 VI 雑 ×2 雑 ×2

一
雑x2 i雑×2 雑 ×2

4 一V皿 無 ×2.雑 ×1 65x1.無 ×1.雑 ×1 無 ×2.雑 ×1
一 17×1.27x雑 ×1

5 V皿 無 ×1.雑 ×1 無 ×1.雑 ×1 無 ×1.雑 ×1 無 ×1.雑 ×1 15×2

.」L

7

∬ 一 一 一 一 『

IV 無 ×1.雑 ×2 一
無 ×1.雑 ×2 無 ×2.雑 ×1 17x3

8 V皿 無 ×2.雑 ×1 無 ×2.雑 ×1 一 一 9×3

9 VII 無 ×2.雑 ×1 無 ×2.雑 ×1 無x1。 雑 ×2 無 ×1.雑 ×2 12×3

10 IV 一 一 一 『 16×3

註 。1.第3、6、10/3例 ノ・璽 酸Pepsin法 第 五法 ニ ヨ)レ。

2.第3、5/2例 ノ・培養 基各2本 宛 用 ヒタ リ。

第IX表

NL Gaffky S .寒 天 T寒 天
I

D寒 天lK寒 天 A寒 天

1 V皿 一 一 無 ×2.雑x1 50×1.無 ×2 21×1.雑 ×2

2 VI } 一 30×2.無 ×1 27×1,無 ×1∴i雑 ×1 22×2.雑 ×1

3 X 一 無 ×2.雑 ×1 47×1無 ×1雑x1 27×1.34×.無 ×1 20x1.雑x2

4 VI 無 ×1.雑 ×2 無 ×2.雑i×1 一 28×2.無x1 14×3

5 VI 42×1.49×1.雑 ×1 44×1.47×1.雑 ×1 無 ×1雑 ×2一 27×2.雑x1 14x2.雑x1

6 IX 42×2.雑 ×1 42×2.無 ×1 50×1無X1.雑 ×1 28×2.雑 ×1 15×3

7 VI 27×1.30×1.雑 ×1 22×2.30×1 22×2.27×1 17×1.22×1,雑 ×1 12×3

8 一 一 一 一 一 43×3

9 VI 50×2.無 ×1 42×1.無 ×2 40×1.50×1.無 ×1 28×3 20×2.雑 ×1

10 V皿 雑×3 雑 ×3 雑×3 雑 ×3 雑 ×3
1一

物質 テモ吸著除去 セラ レテ爲 二依然菌 畿育 ヲ見

ザルモ ノト解 スベキヤ、將又偶然 ノ結果 ト見徴

スベ キヤ今 直 二確 言 スルテ得 ズ。

更 二余ハ1%及2%ノ 駄 炭末 テ以 テLiebigテ

鹿 置 シタル上、前同様 ノ實験 テ反復 セ リ。

S.196獣 炭 末庭置 「グ リセリン」寒 天

T.296獣 炭 末麗 置 「グ リセ リン」寒天

此試験成績 テ第IX表 二就 テ見 ルニ、撒例 二於

テS及T寒 天 二陽性 テ認 メタルモ、是等 ノ例 二

於 テハ同時 二D寒 天 ニモ叢育 セリ。加之D寒 天

陽性 ニシ テS・T各 寒天何 レモ陰性 二終 レル例

ア リ。即 チ1--2%駄 炭 末塵置ハX物 質 二封 シ

テ有数 ナ リト云 フコ ト能 ハザルモ ノナ リ。

D寒 天二於 テ登育 シタルへ 本實験 二於 ケル ヲ

最初 トス。而 モ是等 ノ例 ハ 從來屡 ≧實験 二供

シ、其都度陰 性 ナ シモ ノナ リ。之 ヲ今L6wen-

stein氏 〔1)(7)ノ記 載 二徴 スル ニ、氏 ガ多撒 ノ實

験 中「グ リセ リン」寒 天上 二分離 シ得 タルモ ノ唯

1例 アリ、之 ハ鳥型 菌 ナ リシ ト云 フ。然 レ ドモ

弦 二余 ノ得 タル菌株 ハ、検鏡 上拉 二培養 上鳥型

菌 二非 ザル コ ト確 實 ナル モ ノナ リキ。

帥 チD寒 天 ラ以 テ シテモ、鳥型菌 ナ ラザル結 核

菌 テ分離 シ得 ル場合 アル テ知 レリ。尤 モD寒 天

又'・S・T各 寒天 二於 ケ ル 褒育 ハ、甚 ダ逞延 シ

且貧弱 ニシテ鮎 々タル集落 テ生 ズルニ過 ギズ、

A寒 天 ニハ勿論K寒 天 ニモ及 バザル コ+遠 キモ

ノナ リ。爲眞 テ以 テ其比較 テ示 セバ第 皿圖 ノ如

シ 。
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第V節 小括拉二考察

以上述 ベ タルガ如 久 余 ハAヨ リT二 至 ル計24

種 ノpH略k相 等 シキ 「グ リセ リン」寒天 ラ以

ノ
構
天寒
名

A

B

C

D

E

F

G

H

1

J

K

む
K

馬

　K

ヨ
K

L

M

N

0

P

Q

R

S

T

第

基 汁

玉 蜀 黍 浸 出 液

水

,D

1%Liebig

,,

,,

Fleischwasser

,, (2倍 稀繹)

(3倍 稀繹)

道 水

,,

Fleischwasser

,,

1%Liebig(3%獣 炭 末)

1%Liebig(5%獣 炭 末)

Fleischwasser(5%獣 炭 末)

,,

1%Liebig(1%獣 炭 末)

1%Liebig(2%1炭 末)

寒

テ結核菌分離試験 テ行 ヒタリ。其結果 テー括表

示 スレバ第X表 ノ加 シ。

X表

榮 養

1%Pepton

1%Pepton

1%Nutrose

1%Heydel1

素

(照 内)

(Witte)

(照 内)

1%PeptOI1(照 内)

0.2%Pepton

O.5%Pepton

2%Pepton

O.5%Pepton

O.2%Pepton

1%Pepton

,,

(照 内)

(照 内)

(照 内)

(照 内)

(照 内)

(照 内)

1%Pepton(照 内)

,,

天=2%
「グ リセ リ ソJ(Price)・=3%

pH=6.7-一 一6.9(「 ラ ク ム ス 」中 性)

就 テ観 ルニ、A・B・K等 肉水 テ用 ビザ ル寒天 二

於 テハ「ペプ トシ」ノ存在 二於 テ容易 二菌分離 テ

得 ルニ反 シ、D・G・ 且・M・N等 肉水 テ用 ヒタル

モ ノニ於 テハ、 「ペ プ トン」量 ノ如何 二關 セズ分

離ネ可能 ナルカ又 ハ困難 ナ リ。而 モ肉水 テ稀繹

セ)レJ寒 天及全 ク肉水 テ存 セザルK寒 天 二於 テ

;、、 「ペ プ トン」量 ラ攣 ぜズ シテ能 ク菌 ノ駿育 テ

見 ル。殊 二K寒 天列 二於 テハ、KoKi雨 種 最 モ

劣 リK3寒 天 ハK寒 天 二亜 ゲル成績 ラ示 セ リ。'

即 チ余 ノ實験 二依 レバ、 「ペ プトン」ガ菌登育 テ

0.3%

,,

,,

0.5%

,,

0,3%

,,

0.5%

,,

0.3%

分離成績

常二陽性

,,

,,

時二陽性

陰 性

稀二陽性

陰 性

稀二陽性

陰 性

屡 く陽性

,,

稀二陽性

,,

屡 く陽性

,,

陰 性

稀二陽性

陰 性

稀二陽性

陰 性

,,

稀二陽性

時二陽性

,,

阻止 スル ノ事實 、 自PチPeptonschadenナ ル

現象 ハ之 テ認 .ムルコ ト能 ハザルナ リ。 尤 モ本章

冒頭 二述 ベ タル ガ如 ク、A・B雨 寒 天 二於 ケル

良好 ナノ疹畿育 ハ、其 基汁優 秀 ニ シテ登 現 スベ キ

・Peptonschadenヲ 抑 止 スルニ依 ル トモ考 ヘラ

レザ ルニ非 ズ。 若 シ然 リ トスレバ、少 ク トモ各

K・K3寒 天 二於 テハ當然該 現象 ノ顯 出ラ見 ル恕

キ理 ナ リ。'lt:1＼

Pept6nsch記enノ 存 在 ゼザ ル 以 上s「肉水其物

二菌嚢育阻止原因 ノ存 スルテ疑 フハ、蓋 シ當然
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ノ順 序 トス。而 シテ 余 ハK寒 天 ノ實験 二依 リ

テ、肉水 中 ニハ菌獲育 二封 スル不可訣成分 ノ訣

除 セザル ヲ立謹 シ得 タ リ。從 ツテ此原 因ン・之 ラ

肉水 中 二存 スル畿育阻 止物質X二 蹄 スベキモ ノ

ト考 フル ニ至 レリ。然 レドモ獣炭 末 テ以 テ之 テ

抽 出 セン トシタル實験 ハ、逡 二成功 スルニ至 ラ

ザ リキ。

而 シテ若 シ、X物 質 ガ肉水 ム「ペ プトン」テ加ヘ

テ初 メテ登生 スルモ ノ トス レバ、E・F・G・N・R

各 寒天 二於 テハ良好 ナル登育 テ見ザ ル 可 カ ラ

ズ。 若 シ又 「ペ プ トン」其他榮養素 ノ加入 ガ、何

等 力肉水 ノ物理化學的性状 ラ攣化 セ シメ、依 テ

第IV章

1.余 ハ盤酸 「ペ プシン」法 テ以 テ、 「グ リセリ

ン」寒天上 二於 ケル結核菌 分離 二成功 シタ リ
。

2・ 余 ノ玉蜀黍液 「グ リセ リン」寒天 ハ最 モ分離

ノ目的 二適 ス。此者 二於 ケル初 代結核菌 ノ褒育

ノ・頗 ル旺盛 ナ リ。

33・ 一般 二肉水以外 ノ液汁 テ基汁 トスル 「グ リ

セ リン」寒天 二於 テハ、 「ペプ トン」量1%二 於

㍗ テ初 代結核 菌 ノ登育 ラ見 ル
。

4・ 肉水 テ基 汁 トスル 「グ リセ リン」寒天即 チ普

通 「グ リセリン」寒 天 二於 テハ、 「ペ プ トン」ノ存

否及分 量 二關 セズ、結核 菌 ノ分離不 可能 ナルカ

又 ハ至難 ナ リ。 「ペ プ トン」二代 ヘ テ他 ノ人 工榮

養素 テ用 フルモ同様 ナ リ。

5・ 肉水 テ3倍 二稀程 スル カ叉 ハ之 二水道 水 テ

代用 ス レバ、 「ペ プトン」量1%二 於 テ能 ク結核

菌 テ分離 シ得、後者殊 二成績可良 ナ リ、

軍 ナル「ペ プ トン」水 「グ リセ リン」寒天 テ以 テ結

核菌 テ直接分離 シ得 タルハ、恐 ラク余 ヲ以 テ噛

矢 トナス。

6・ 「ペ プ トン」水 「グリセ リン」寒天 二於 テハ、

「ペ プ トン」量 ヲ2%ト スルモ尚結核 菌 テ分離 シ

得 。此者 ヨリ「ペ プ トン」ラ除去 ス レバ菌 ハ殆 ド

登 育 シ得 ズ。結 局1%テ 以 テ「ペ プ トン」ノ最適

量 トナス。

7.以 上 ノ事實 ハ、之 テL6wenstein氏 ノPe。

以 テ菌嚢育 テ阻害 スルモ ノ ト ス レ バ、 同 ジク

G・N各 寒天 二於 ケ ル 登育ハ良好 ナルモ ノナ ラ

ザル可 カ ラズ。 帥 チX物 質 ハ最初 ヨリ肉水 二存

在 ス ト考 フルラ以 テ至當 トス。

又、C・F・N・Ko等 「ペ プ トン」テ含 マザ ル各

寒天(余 ノ分離 法 二於 テハ、塗布 セ ラレタル喀

疾物質其物 二多少 ノ 「ペ プトン」 ヲ含有 スベキ

モ)二 、菌登 育 テ見 ルコ トアル テ以 テ見 レバ、

「グ リセ リン」寒天 ニハ必 ズ シモ「ペ プ トン」テ要

セザ ルモ ノト云 フテ得 ベ シ。然 レ ドモ余 ハ、之

テ存 スル テ以 テ有利 ト信 ズル者 ナ リ。

総 括

ptonschadenテ 以 テ シ テ ・・説明 スル コ トテ得

ズ。

8・ 余 ハ肉水 中二結核菌 二封 スル登育阻止物 質

Xテ 存 スルモ ノ ト想定 ス。之 二依 レバ以上 ノ事

實 テ明快 二解繹 スル コ トテ得。

9・X物 質ハ 「ペ プ トン」テ加ヘ テ初 メテ登 生 ス

ルモ ノニ非 ズ、最初 ヨリ肉水 二存 スルモ ノ ト信

ぜ ラル。唯 之 テ獣炭 末 二依 リテ抽 出 セン トシタ

ル試瞼 ハ不成功 二終 リタ リ。

]0・ 之 テ要 スルニ、 「グ リセ リン」寒天 ラ以 テス

ル結核菌分離 二於 テ、余 ハPepton・chadenナ

ル事實 ハ之 テ認 メ得 ズ、該寒天 二於 ケル分離 ノ

不可能乃至至難 ナル事實 ハ、其原因 テ肉水 中二

存 スル登育阻 止物質X二 蹄 スベキモ ノ ト信 ズ。

附記

余 ノ玉蜀黍液 「グ リセ リン」寒天!製 造 ハ液 ノ性

質上梢 ≧困難 ナ リ、 目下下記 二從 フテ最 モ適當

ト認 ム。

煮出 シタル玉蜀黍液 テ1枚 ノ「ガー ゼ」テ以 テ濾

過 シ、之 二2%ノ 割 二第1燐 酸加里(Merck)テ

溶 解 シ、弦 二沈澱 シ來 ル澱粉 テ布 テ以 テ濾別

ス・濾液 二寒天其他 ラ加 ヘ テpH6 .8前 後 二修

性 シタル上、法 ノ如 ク卵 白塵置 テ行 ヒ、再 ビ布

テ以 テ濾過 ス。倫寒 天ハ18%テ 適 當 トス。

稿 テ終 ルニ當 リ、本研究 二封 シテ指導 ラ賜 バ リ
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且本稿 ノ校閲 ヲ賜ハ リタル東京帝國大學教授高

木逸麿博士、種々厚意 テ賜ハ リタル北海道帝國

大學教授井上善十郎博士、朝夕鞭捷 テ賜ハ リタ

ル齋藤所長諸先生二封 シ、拉 二叉常二助言助力

テ惜マレザリシ市立中之橋病院長俣野學士、同

僚長谷川學士外所員各位 二封 シ、弦 二謹 ンデ衷

心感謝 ノ意テ表 ス。(昭 和8年9月16日)
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(策1圖 ト同 例,
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S寒 一「三,小 丁ノし町 状ヲナシテ集孫淺生

セ ワ

T寒 天.集 落ヤ ・ソ㍉ 婁てモ前者 ヨリ%

シ

D窄 天.前 一Vfヨリ獲育劣 レリ

Kて=天,苔V."'A

A寒 天.獲 育最モ署明,蟹 二鍍肱ヲ示

セ リ




